
＜ 秋の生きもの観察 ⑥秋（～冬）に咲く花 ＞

11/６、牛久二小４年生と秋の校庭観察。今回から植物。まずは秋（～冬）の花から。
かんさつ

秋には、キクの仲間の花をよく見かけます。花

だんだけでなく、校庭の雑草にも、セイタカア
ざっそう

ワダチソウの黄色い花が目だちますね。また花

だんの中やビオトープのまわりなどでは、ひっそ

りとハキダメギクのかわいい花が咲いていまし
さ

た。じつはこの花は６月ころからずっと咲いてい
さ

たのですが、夏には他の花が多くて、みつを吸う

虫たちの他にはあまり気づかれることはありませ

んでした。それにしても、かわいい花なのに気の

毒な名前をつけられました。
どく

たくさんのつぼみをつけたり、花の咲き始めの木もありました。シロダモはその名の通り葉のう

らが白いので覚えやすいですね。ちょうど花が咲き始め、ハナアブが来ていました。赤い実も 熟 し始
おぼ じゅく

めていました。「天狗のうちわ」という別名もあるヤツデも、覚えやすい木ですね。つぼみをたくさ
て ん ぐ おぼ

んつけていました。これも冬にかけて咲き、ハエやハナアブがみつをなめにたくさん集まります。
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秋にはキク科の花を多く見かける。セイタカアワダ

チソウ(左)やハキダメギク(右)もそう。

秋から冬にかけて咲くシロダモ(左)とヤツデ(右)。ハチはもうほとんど見られず、ハエやハナアブが多く訪れる。



逆に、本来夏を中心に咲くのですが、花期が
か き

長くてまだ咲き残っていたものもありました。
さ

サルスベリの熱帯をおもわせるようなピンク
ねったい

の目だつ花が、 熟 した実や紅葉にまじって咲
じゅく こうよう

いているのはおもしろいと思いました。サルス

ベリは漢字で「百日紅」と書きますが、まさに

100 日にもわたって次々と咲き続けます。

アベリアも花期が長く、６月ころから 12 月
か き

近くまで咲いています。この日はトラマルハナ

バチがみつを吸いに来ました。

メマツヨイグサも、 熟 した果実の下の方で
じゅく

は花を咲かせていました。７～９月ころに咲く

花ですが、 熟 した果実の下の方で、花を咲か
じゅく

せていました。 【理科支援員：宮内】
夏を中心に花期が長く、まだ咲き残っていたサルスベ

リ(上)、アベリア(左下)、メマツヨイグサ(右下)。


